
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
１ 目  的   福祉の職場において、人材の確保・定着、また、サービスの向上を図るため

には、職員が仕事のやりがいを感じ、職業人として自ら将来のキャリアの道筋

を描いていくことが重要です。 

この研修では、「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」*に準拠し、チー

ムリーダーとして必要な福祉サービスの理念や基本原則の理解を深め、その役

割を遂行するための基本を習得するとともに、これからのキャリアアップの道

筋を自らデザインすることを支援します。 

 

＊「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程」とは、福祉職員が自らのキャリアの道筋（パ

ス）を描き、職業人生の段階（初任者、中堅職員、チームリーダー、管理者、上級管理者）

に応じた能力の習得を目指すとともに、法人・施設による職員のキャリアデザインの積極

的な支援を図るため、全国社会福祉協議会が推進する全国共通の新しい研修プログラムで

す。 

 

２ 主  催  社会福祉法人富山県社会福祉協議会 富山県福祉カレッジ 

 

３ 対 象 者    事前・事後課題の提出が可能であって、次のいずれかに該当する者 

・福祉施設等で従事する主任、係長等の職にある者 

・所属長が、上記に準ずると認める職員 

（ただし、新任職員、中堅職員及び管理職員は除きます。） 

 

４  定  員   各回６０名 

（定員を上回る申し込みがあった場合、受講回の調整、または、抽選による

人数調整を行いますので、予めご了承ください。先着順ではありません。） 

 

５ 開 催 日    第１回：平成２８年１１月２４日（木）、２５日(金) 

第２回：平成２８年１２月 １日（木)、 ２日(金) 

※ 研修内容は、２回とも同じです。 

 

６ 会  場  第１回：富山流通会館 中ホール （富山市問屋町 1-3-18）※別紙参照 

  第２回：富山県総合福祉会館 研修室 602-604 （富山市安住町 5-21） 

 

７ 申し込み  別紙申込書に必要事項を記入のうえ、平成２８年１０月１４日（金）までに、 

ＦＡＸ、又は郵送でお申し込みください。 

       ※ 福祉カレッジホームページ（http://www.toyama-shakyo.or.jp/tfcollege/）

の利用登録済みの施設等は、ホームページから直接申込できます。 

         なお、ホームページから申込みされる場合は、備考欄に受講希望者の福祉業

務従事歴及び受講希望回（第１希望・第２希望）を入力願います。 
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８ 受講決定  平成２８年１０月２８日（金）までに、受講決定通知を発送します。 

 

９ 受講料   受講料 6,000円（テキスト代含む） 

受講料については、研修初日に受付で申し受けます。 

※ テキスト：全国社会福祉協議会版  

「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程テキスト チームリーダー編」 

          ※ 受講決定後、キャンセルされた場合、テキスト代１,000円のみ請求

いたします。 

 

10 そ の 他 

 (1) この研修では、事前課題の提出が受講条件です。 

   受講決定通知と併せて、テキストを送付いたしますので、テキストを読んで「事前学習お

よびプロフィールシート」を作成し、上司コメントを付して研修当日持参していただきま

す。 

   また、研修終了後、事後課題「キャリアデザインシート」の提出が修了条件です。 

 (2) 研修終了後２～３か月を目途に、当カレッジより各施設・法人の研修担当者様宛に研修

の成果等に係る簡単なアンケートを取らせていただきますので、予めご了解願います。 

(3) 研修申込書等にご記入いただいた個人情報等は、当カレッジの研修事業以外の目的には

使用しません。 

(4) 会場の駐車台数に限りがありますので、できるだけ、公共交通機関を利用ください。 

  （有料駐車場使用の場合、駐車料金は受講者の負担となります。） 

(5) 研修途中で欠席等受講を取り止めされても受講料は返却いたしません。 

 

11 問合せ先  富山県福祉カレッジ（担当：石黒） 

         TEL：076－432－6513 FAX：076－432－6516 

 

 

【過去のキャリアパス対応生涯研修受講者の感想】 

 
 

上司から何を期待されている

のか分かって良かった。また、そ

の期待に応えたいと思った。 

 

後輩の良いところをしっ

かりと見ることができる職

員でありたいと思った。 

 

グループワークで他施設

との情報交換や共感があ

り、仕事の励みになった。 

事前課題は大変だったが

講義の理解度が上がってよ

かった。 

 

自分ができていないこ

と、これから努力してい

かなければいけないこと

について、改めて考えさ

せられた。 


